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大 阪 観 光 大 学 学 則 
 

 

 

第 1章  総    則 
第 1節  目  的 

（目  的） 

第 1 条  本学は、教育基本法に則り学校教育法の定める大学として広く知識を授けるとともに、深く専門

の学芸を教授研究し、知的・道徳的及び応用的能力を展開させ、国際社会に貢献する有為な人材

を養成することを目的とする。 

（観光学部の目的） 

第 1 条の 2  第 3 条に定める観光学部は、観光学に関する学際的諸分野の教育・研究を通じて、観光学に

関する総合的理解の促進と応用的能力を学修することにより、観光関連産業等に従事する有能な

人材の育成、および学際的諸研究を通じ観光学の理論構築を目的とする。 

（国際交流学部の目的） 

第 1 条の 3  第 3 条に定める国際交流学部は、日本学に関する諸分野の教育・研究と発信ツールとしての

高度な英語力の涵養を基礎に置き、地球益を重んじる課題解決能力を備えた有為の人間「和魂地

球人」を育成し、併せて文化の固有性と普遍性をめぐる研究の推進により交流学理論の構築を行

うことを目的とする。 

（自己点検・評価） 

第 2 条  本学は、その教育研究の向上を図り、前条の目的を達成するため、教育研究活動等の状況につい

て自ら自己点検及び評価を行い、その改善・充実に努めるものとする。 

２  前項の自己点検及び評価に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第 2 節  組  織 

（学  部） 

第 3条  本学に、次の学部及び学科を置く。 

    観光学部     観光学科 

  国際交流学部 国際交流学科 

２  前項の学部及び学科の定員は、次のとおりとする。 

学 部 学 科 
収 容 定 員 

入学定員 
３ 年 次 

編入学定員 
総 定 員 

観 光 学 部 観 光 学 科 130 名 15 名 550 名 

国際交流学部 国際交流学科 60 名 5 名 250 名 

（付属機関） 

第 4条 本学に、次の付属機関を置く。 

（１）図書館 

（２）観光学研究所 

（３）別科 
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第 3節  学年、学期及び休業日 

 

（学  年） 

第 5条  学年は、4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

（学  期） 

第 6条  学年は、次の 2学期とする。 

   前  期    4 月 1 日から 9月 30 日まで 

   後  期   10 月 1 日から翌年 3月 31日まで 

（休業日） 

第 7条  休業日は、次のとおりとする。 

  （１）日曜日 

  （２）国民の祝日に関する法律に規定する休日（昭和 22年法律第 178 号） 

  （３）創立記念日   4 月 23 日 

  （４）夏期休業     8 月 1 日から 9月 30 日まで 

  （５）冬期休業     12 月 22 日から翌年 1月 10 日まで 

  （６）春期休業     3 月 15 日から 3月 31 日まで 

２  学長が、必要があると認めるときは、前項の休業日を変更し又は臨時の休業日を定めることがで

きる。 

 

第 2 章   通    則 

第 1節  修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第 8条  学部の修業年限は、4年とする。 

（最長在学年限） 

第 9条  学生は、8年を超えて在学することができない。ただし、編入学、転入学及び再入学した学生は、

その者の在学すべき年数の 2倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

 

第 2 節  入学、編入学、転入学、再入学、転学、転部・転科、休学、復学、退学、除籍、復籍及び留学 

（入学の時期） 

第 10 条  入学の時期は、学年又は学期の始めとする。 

 (入学資格) 

第 11 条  本学に入学することのできる者は、次の各号の一つに該当する者とする。 

（１）高等学校を卒業した者 

（２）通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学

校教育を修了した者を含む。） 

（３）外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定した者 

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課
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程を修了した者 

（５）文部科学大臣の指定した者 

（６）大学入学資格検定規程により文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した者 

（７）本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

(入学の出願) 

第 12 条  本学に入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び別に指定する書類を添えて願い出

なければならない。 

（入学者の選考） 

第 13 条  前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

（入学手続き及び入学許可） 

第 14 条  前条の入学者の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、所定の書類を

提出するとともに、所定の学費を納付しなければならない。 

２  学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学・転入学・再入学） 

第 15 条  次の各号の一つに該当する者で、本学に入学を志願する者があるときは、選考の上、学長は、相

当年次に入学を許可することができる。 

（１）大学を卒業した者又は退学した者 

（２）短期大学､高等専門学校､国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者 

（３）学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11 号）第 92条の３に定める従前の規定による高等学

校、専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し卒業した者 

２  前項の規定により入学を許可された者の当該入学以前の既に履修した授業科目及び単位数の取扱

いは、学長が決定する。 

（転  学） 

第 16 条  学生が他の大学への入学又は転学を志願しようとするときは、学長の許可を受けなければならな

い。 

（転部・転科） 

第 16 条の２ 学生が本学の他の学部・学科に転部・転科を志願しようとするときは、選考の上、学長の許

可を受けなければならない。 

（休  学） 

第 17 条  疾病その他特別の理由により 2か月以上就学することができない者は、学長の許可を得て休学す

ることができる。 

２  学長は、疾病のため就学することが適当でないと認められる者は、休学を命ずることができる。 

３  休学期間は、1年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、1年を限度として休学期間の延

長を認めることができる。 

４  休学期間は、通算して 3年を超えることができない。 

５  休学期間は、第 9条の在学年限に算入しない。 

（復  学） 

第 18 条  休学期間中に、その理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 
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（退  学） 

第 19 条  退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（除籍、復籍） 

第 20 条  次の各号の一つに該当する者があるときは、学長が除籍する。 

  （１）学費の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

  （２）第 9条に規定する在学年限を超えた者 

  （３）第 17条第４項に規定する休学期間を超えてなお復学できない者 

  （４）長期間にわたり行方不明の者 

２ 第１項（１）により除籍になった者が復籍を希望する場合は、所定の復籍料を納付し、学長が復

籍を許可する。 

（留  学） 

第 21 条  外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得て留学することができ

る。 

２  前項の許可を得て留学した期間は、第 33 条に規定する在学期間に含めることができる。 

３  第 26 条の規定は、外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

 

 

第 3 節  教育課程及び履修方法等 

（観光学部の授業科目） 

第 22 条  観光学部の授業科目は、導入科目、基礎科目、広域科目、コミュニケーション科目及び展開科目

とし、別表１のとおりとする。 

（国際交流学部の授業科目） 

第 22条の 2  国際交流学部の授業科目は、学部共通科目及びコース科目とし、別表１－２のとおりとする。 

（教職課程科目） 

第 22 条の 3 教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）の規定により、本学卒業後、中学校又は高等学

校の教育職員免許状を得ようとする者のために教職課程を置く。 

２ 本学において、教職課程の履修により授与資格を取得できる免許状の種類及び教科は次のとお

りとする。 

学 部 学 科 免許状の種類 教 科 

観光学部 観光学科 中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史 

商業 

３ 教職課程における科目及び単位については、別表１－３のとおりとする。 

４ 教育職員免許状を取得しようとする者は、本学の卒業要件を満たし、教育職員免許法に定める

所定の単位を修得しなければならない。 

５ 教職課程に関する必要事項は、別途定める。 

（授業日数） 

第 23 条  1 年間の授業は、定期試験等の期間を含め 35週にわたることを原則とする。 
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（単位計算方式） 

第 24 条  授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成し、授

業の方法に応じ、次の基準により計算するものとする。 

  （１）講義、演習については、15 時間から 30時間までの授業をもって 1単位とする。 

  （２）実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの授業をもって 1単位とする。 

（３）一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行

う場合については、その組み合わせに応じ、前二号に規定する基準を考慮して大学が定める時

間の授業をもって一単位とする。 

（単位の授与） 

第 25 条  授業科目を履修しその試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

（他大学等における授業科目の履修等） 

第 26 条  教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、学生に当該他大学又は短

期大学等の授業科目を履修させることができる。 

２  前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、60単位を限度として卒業要件単位

として認めることができる。 

（大学以外の教育施設における学修） 

第 27 条  教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大

臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

２  前項により与えることができる単位数は、前条により本学において修得したものとみなす単位数

と合わせて 60単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第 28 条  教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目に

ついて修得した単位（科目等履修により修得した単位を含む。）を、本学における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

２  教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第 1項に規定する学修を、本

学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３  前 2項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学等の場合を除き、

本学において修得した単位以外のものは、合わせて 60単位を超えないものとする。 

（本学以外での履修の許可） 

第 29 条  本学学生で、第 26 条及び第 27条に規定する大学等で授業科目の履修を希望する者は、学長の許

可を得なければならない。 

（本学以外で履修した授業科目及びその単位の取扱い） 

第 30 条  本学以外で修得した授業科目及びその単位の取扱いに関する必要な事項は、別に定める。 

（成  績） 

第 31 条    授業科目の試験の成績は、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの 4種の評価をもって表わし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格

とする。 

（履修方法等） 

第 32 条  この節に規定するもののほか、履修方法等の取扱いに関する必要な事項は、別に定める。 
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第４節  卒業及び学位 

（卒  業） 

第 33 条  本学に 4年以上在学し、所定の授業科目を履修し、かつ、所定の単位を修得した者は、学長が卒

業を認定する。 

（学位の授与） 

第 34 条  学長は、卒業を認定した者に、学士の学位を授与する。 

           

第５節  賞  罰 

（表  彰） 

第 35 条    学生として表彰に価する業績又は行為があった者は、学長が表彰することができる。 

 

（懲  戒） 

第 36 条  本学の規則に違反し又は学生としての本分に反する行為をした者は、学長が懲戒する。 

 

２  前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３  前項の退学は、次の各号の一つに該当する者に対して行う。 

  （１）性行不良で改善の見込みがない者 

  （２）正当な理由がなくて出席常でない者 

  （３）本学の秩序を乱しその他学生としての本分に著しく反した者 

 

第６節  研究生、科目等履修生及び外国人留学生 

（研究生） 

第 37 条  本学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、本学の教育研

究に支障のない場合に限り、選考の上、学長は、研究生として入学を許可することがある。 

２  研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認め

られた者とする。 

３  研究生の在学期間は、1 年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を更新すること

ができる。 

（科目等履修生） 

第 38 条  本学の学生以外の者で、本学の授業科目の履修を志願する者があるときは、本学の教育に支障の

ない場合に限り、選考の上、学長は、科目等履修生として入学を許可することがある。 

（外国人留学生） 

第 39 条  外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者があるとき

は、選考の上、学長は、外国人留学生として入学を許可することがある。 

（細  則） 

第 40 条  研究生、科目等履修生及び外国人留学生に関する必要な事項は、別に定める。 
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第７節   学  費 等 

（学費の金額） 

第 41 条  入学検定料、入学料及び授業料等学費の額及び納付時期は、別表２のとおりとする。 

（学費の納付） 

第 42 条  学費は、別表２に規定する所定の期日までに納付しなければならない。 

（退学及び停学の場合の学費） 

第 43 条  前期又は後期の中途で退学した者又は停学された者の該当学期分の学費（入学料を除く）は、徴

収する。 

（休学の場合の学費） 

第 44 条 休学を許可され又は命ぜられた者は、休学した月の翌月から復学した月の前月までの学費（入学

料を除く）を免除する。ただし、その期間については別に定める在籍料を納付しなければならな

い。 

（復学の場合の学費） 

第 45 条  前期又は後期の中途において、復学した者は、復学した月から当該学期末までの学費（入学料を

除く）を復学した月に納付しなければならない。 

（学年の中途で卒業する場合の学費） 

第 46 条  学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの月までの学費（入学料を除く）を納付す

るものとする。 

（学費の免除及び徴収猶予） 

第 47 条  経済的理由によって、学費の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認める場合又はその他止むを

得ない事情がある場合は、学費の全部若しくは一部を免除し、又は猶予することができる。 

２  学費の免除及び徴収の猶予に関する必要な事項は、別に定める。 

（既納の学費の取扱い） 

第 48 条  既納の検定料、入学料及び授業料等の学費は、一切、還付しない。 

 

第 8 節  職員組織 

（職  員） 

第 49 条  本学に、学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、事務職員、及びその他必要な職員を置く。 

２  必要に応じ副学長を置くことができる。 

（学長・副学長・学部長） 

第 50 条  学長は、本学を代表し、所属職員を統督する。 

２  副学長は、学長を助け、学長が指示する校務を掌る。 

３  学部長は､学長の下で、当該学部を統轄する。 

（事務局） 

第 51 条  本学に、事務局を置く。 

 

第 9 節  教授会及び大学協議会 

（教授会） 
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第 52 条  各学部に、教授会を置く。 

２  教授会は、次に掲げる者をもって構成する。 

  （１）教授 

  （２）准教授及び講師 

３  学長、副学長及び事務局長は、教授会に出席して意見を述べることができる。 

４  学部長は、教授会を招集し、その議長となる。 

５ 教授会は、次の事項を審議する。 

  （１）教育・研究の基本方針に関すること 

  （２）教育課程及びその履修方法に関すること 

  （３）教育職員の資格審査に関すること 

（４）学生の入学、編入学、転入学、再入学、転学、転部・転科、休学、復学、退学、除籍、復籍、

留学及び卒業等に関すること 

  （５）定期試験及び追・再試験等に関すること 

  （６）学生の指導及び賞罰に関すること 

  ６ 教授会は、学長及び学部長のつかさどる事項について審議し、学長及び学部長の求めに応じて意

見を述べることができる。 

  ７  教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了 

（２）学位の授与 

（３）その他、教育・研究に関する重要な事項で学長が諮問する事項 

８  教授会の運営に関する必要な事項は、別に定める。 

（大学協議会） 

第 52 条の２  大学に、大学協議会を置く。 

２ 大学協議会に関する事項は、別に定める。 

 

第 10 節  奨学制度 

（奨学金等） 

第 53 条  本学は、学資金を貸与することがある。 

２  奨学金の貸与に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第 11 節  公開講座 

（公開講座） 

第 54 条  社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設することができる。 

 

第 3 章  改正及び細則 

（改  正） 

第 55 条  本学則の改正は、評議員会及び理事会で議決する。 

（細  則） 
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第 56 条  本学則に規定するもののほか、本学則の運営に関する必要な事項は、別に定める。 

 

附  則 

１．この学則は、平成 12年 4月 1 日から施行する。 

    ただし、第 3条第 2項に規定する「3年次編入学定員」は、平成 14年 4月 1 日から施行する。 

２．第 3条第 2項に規定する収容定員は、平成 14年までの間、次のとおりとする。 

年 度 12 年 13 年 14 年 

収容定員 190 名 380 名 590 名 

附  則 

この学則は、平成 16 年 4月 1 日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成 17 年 4月 1 日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成 18 年 4月 1 日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成 19 年 4月 1 日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

附  則 

この学則は、平成 22 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 24 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 

１．この学則は、平成 25年 4月 1 日から施行する。 

ただし、第 3条第 2項に規定する「3年次編入学定員」は、平成 27年 4月 1 日から施行する。 

２．第 3条第 2項に規定する収容定員は、平成 27年までの間、次のとおりとする。 

収 容 定 員 25 年度 26 年度 27 年度 

観 光 学 部 740 名 680 名 615 名 

国際交流学部 60 名 120 名 185 名 

附 則 

この学則は、平成 27 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 
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別表 1（観光学部） 

 

（1）導入科目 

区分 授業科目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

導
入
科
目 

  観光学 2   必修 2単位 

  現代社会基礎   2 

選択 6単位 
  現在生活基礎   2 

  現代文化基礎   2 

  現代数理基礎   2 

 

（2）基礎科目 

区分 授業科目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

基
礎
科
目 

   観光学概論   2 

選択 10 単位 

   観光経営学  2   

   観光地理学  2   

     観光人類学  2   

   観光心理学 
 

2   

   ホスピタリティ論   2 

   キャリアデザイン   2 

   キャリアプランニング   2 

   観光社会学   2 

   観光歴史学   2 
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（3）広域科目 

区分 授業科目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

広
域
科
目 

  

日本史Ⅰ   2 

 

選択 16 単位 

日本史Ⅱ   2 

日本の文学   2 

地理学概説   2 

地球の歴史   2 

法学   2 

憲法   2 

哲学   2 

社会学   2 

経済学   2 

経営学   2 

人権問題概論   2 

マーケティング論   2 

健康スポーツ演習Ⅰ   2 

健康スポーツ演習Ⅱ   2 

職業指導Ⅰ   2 

外国史Ⅰ   2 

外国史Ⅱ   2 

日本文化史   2 

民俗学   2 

人文地理学   2 

自然地理学   2 

地誌   2 

政治学   2 

心理学   2 

芸術学   2 

文化人類学   2 

考古学   2 

ダイバーシティと人権   2 

教育学概論         2 

ＩＴ概論  2 

ＩＴマーケティング論  2 

職業指導Ⅱ   2 

キャリアガイダンスⅠ   1 

キャリアガイダンスⅡ   1 
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（4）コミュニケーション科目 

区分 授業科目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目 

語
学 

英語ⅠA 1     

英語ⅠB 1   必修 4単位 

キャリア英語 A 1   （留学生除く） 

キャリア英語 B 1     

スピーキング・スキル A   1 

 

選択 4単位 
（留学生除く） 

スピーキング・スキル B   1 

英語ⅡA   1 

英語ⅡB   1 

ハングルⅠA   1 

ハングルⅠB   1 

ハングルⅡA   1 

ハングルⅡB   1 

中国語ⅠA   1 

中国語ⅠB   1 

中国語ⅡA   1 

中国語ⅡB   1 

スペイン語会話 A   1 

スペイン語会話 B   1 

フランス語会話 A   1 

フランス語会話 B   1 

総合日本語 1   2   

総合日本語 2   2 
 

総合日本語 3  2 留学生 4単位必修 

総合日本語 4   2 
 

総合日本語 5   2 
 

日本語口頭表現 1   1   

日本語口頭表現 2   1 
 

日本語口頭表現 3   1 留学生 2単位必修 

日本語口頭表現 4  1  

日本語口頭表現 5   1   

日本語文章表現 1   1   

日本語文章表現 2  1  

日本語文章表現 3   1 留学生 2単位必修 

日本語文章表現 4   1   

日本語文章表現 5   1   

日本語中級演習   1   

日本語上級演習   1 留学生選択必修 

ビジネス日本語（会話）   1 （2 単位） 

ビジネス日本語（文章）   1   

情
報
処
理 

情報処理基礎演習 A 1   
必修 2単位 

情報処理基礎演習 B 1   

情報処理演習 A   1 選択 

情報処理演習 B   1   
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（5）展開科目 

区分 授業科目 
単位数 

備 考 
必修 選択 

展
開
科
目 

 

演
習
科
目 

ゼミナールⅠＡ 2   

必修 20 単位 

ゼミナールⅠＢ 2   

ゼミナールⅡＡ 2   

ゼミナールⅡＢ 2   

ゼミナールⅢＡ 2   

ゼミナールⅢＢ 2   

ゼミナールⅣＡ 2   

ゼミナールⅣＢ 2   

卒業研究 4   

共
通
科
目 

旅行事業論   2 

選択 10 単位 

宿泊事業論         2 

観光文化事業論         2 

国際観光事業論         2 

観光交通概論   2 

航空概論   2 

ニューツーリズム  2 

観光施設論   2 

異文化スタディ         2 

  国内旅行業務基礎   2 

コース 20 単位 

含めて 

選択 30 単位 

 旅行業法  2 

  旅行業約款   2 

  観光法規   2 

  国内旅行業務Ⅰ   2 

  国内旅行業務Ⅱ   2 

  総合旅行業務Ⅰ   2 

  総合旅行業務Ⅱ   2 

  ブライダル概論   2 

  ホテル経営論   2 

  外食産業論   2 

  レストラン経営論   2 

  観光交通計画論   2 

  交通経営論   2 

  会計学   2 

  簿記論   2 

  サービス経営論   2 

  商学概論   2 

  商業経営論   2 

  旅行商品論   2 

  観光業マーケティング論   2 

  旅行業務論   2 

  旅行企画論   2 

  交通政策論   2 

  観光広告論   2 

  経営管理論   2 

  人的資源管理論   2 

  貿易論   2 

  世界経済論   2 

  サービスマネージメント論   2 

  国際観光実習   2 

  国際航空論         2 
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展
開
科
目 

 

  空港業務論   2 

コース 20 単位 

含めて 

選択 30 単位 

  インバウンド観光論   2 

  海外旅行業論   2 

  国際経済学   2 

  コミュニケーション・スキル A         2 

  コミュニケーション・スキル B         2 

  コミュニケーション(ツーリズム）         2 

  コミュニケーション(ビジネス）         2 

  国際英語          2 

  TOEIC スタディ A          2 

 
 

TOEIC スタディ B          2 

 
 

観光英語 A          2 

 
 

観光英語 B          2 

 
 

航空サービス論   2 

 
 

Tourism business         2 

 
 

ガイド・エスコート論   2 

 
 

通訳ガイドスタディ         2 

 
 

ディスカッション（文化）         2 

 
 

ディスカッション（社会）         2 

 
 

博物館概論   2 

 
 

博物館教育論   2 

 
 

博物館情報・メディア論   2 

 
 

温泉地理学   2 

 
 

観光政策論   2 

 
 

観光福祉論   2 

 
 

観光産業史   2 

 
 

観光レジャー論   2 

 
 

地域振興論   2 

 
 

温泉観光論         2 

 
 

世界遺産論         2 

 
 

日本文化論   2 

 
 

比較文化論   2 

 
 

生涯学習概論   2 
 
 

博物館経営論   2 

 
 

博物館資料論   2 

 
 

博物館資料保存論   2 

 
 

博物館展示論   2 

 
 

エコツーリズム   2 

 カジノツーリズム         2 

 
 

フードツーリズム         2 

 
 

ヘルスツーリズム   2 

 
 

地域観光計画論   2 

 
 

口頭伝承論   2 

 
 

観光サービス人材論   2 

 
 

博物館実習   3 

 
 

観光ビジネス研修   2 

 
 

インターンシップ   2 

特
別
科
目 

観光学特殊講義ⅠA～J         2 

観光学演習ⅠA～J         2 

観光学実習ⅠA～R      2 

観光学特殊講義ⅡA～J         2 

観光学演習ⅡA～J         2 

観光学実習ⅡA～J         2 



15 

別表１－２(国際交流学部) 

(1) 学部共通科目 

区 分 授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必 修 選 択 

学
部
共
通
科
目 

基
礎
科
目 

学びのとびら 2   

学びの技法 1 2   

学びの技法 2 2   

学びの技法 3 2   

日本語学 1 2   

日本語学 2 2   

日本語学 3 2   

地理基礎  2  

数理基礎  2  

文章講読  2  

情
報
技
術 

情報処理基礎演習 A  1  

情報処理基礎演習 B 1   

情報処理演習 A  1  

情報処理演習 B  1 ） 

キ
ャ
リ
ア 

キャリア・デザイン 2   

キャリア・プランニング 2   

キャリア・ガイダンスⅠ 1   

キャリア・ガイダンスⅡ 1   

地域インターンシップ・地域ボランティア   認定 

海外留学・海外インターンシップ・    

海外ボランティア 
  

認定 

特
殊
講
義 

国際交流学特殊講義Ⅰ   2  

国際交流学特殊講義Ⅱ   2  

国際交流学特殊講義Ⅲ   2  

国際交流学特殊講義Ⅳ   2  

体育 

健康スポーツ演習Ⅰ   2  

健康スポーツ演習Ⅱ   2  

セ
ミ
ナ
ー 

スタジオⅠA 2   

スタジオⅠB 2   

スタジオⅡA 2   

スタジオⅡB 2   

スタジオⅢA 3   

スタジオⅢB 3   

スタジオⅣA 3   

スタジオⅣB 3   

卒業論文・卒業制作・卒業公演 4   

 

 

 

 

 

 

 

(2) コース科目 

区 分 授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必 修 選 択 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
科
目 

基
幹
科
目 

異文化理解Ⅰ 2     

異文化理解Ⅱ 2     

異文化理解Ⅲ 2     

心理学基礎 2     

礼法・作法の精神 2     

社会学   2   

経営学概論   2   

人間関係論   2   

哲学   2   

リーダーシップ論   2   
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英語ⅠＡ 1    

英語ⅠＢ 1   

英語ⅠＣ 1   

英語ⅠＤ 1    

英語ⅠＥ 1    

英語ⅠＦ 1    

英語ⅠＧ 1    

英語ⅠＨ 1    

英語ⅡＡ 1    

英語ⅡＢ 1    

英語ⅡＣ 1    

英語ⅡＤ 1    

英語ⅡＥ 1    

英語ⅡＦ 1    

英語ⅡＧ 1    

英語ⅡＨ 1    

英語ⅢＡ 1    

英語ⅢＢ   1   

英語ⅢＣ   1   

英語ⅢＤ   1   

海外語学研修   4   

広
域
科
目 

地理学概説   2   

人文地理学   2   

自然地理学  2  

地誌  2  

日本史Ⅰ  2  

日本史Ⅱ  2  

外国史Ⅰ  2  

外国史Ⅱ  2  

日本の文学  2  

名著講読  2  

日本芸能史  2  

演劇学・演劇史  2  

日本文化史  2  

民俗学  2  

人権問題概論  2  

学問のすゝめ  2  

政治学  2  

法学  2  

憲法  2  

経済学  2  

国際関係論Ⅰ  2  

人類学基礎  2  

文化人類学  2  

考古学  2  

地球の歴史  2  

科学史  2  

IT 概論  2  

IT マーケティング論  2  

中国語ⅠA  1  

中国語ⅠB  1  

ハングルⅠA  1  

ハングルⅠB  1  

フランス語 A   1   

フランス語 B   1   

スペイン語Ａ   1   

スペイン語Ｂ   1   

中国語ⅡA   1   

中国語ⅡB   1   

ハングルⅡA   1   

ハングルⅡB   1   

英
語
科
目 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
科
目 
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専
門
科
目 

地理学Ⅰ   2   

地理学Ⅱ   2   

地理学研究Ⅰ   2  

地理学研究Ⅱ   2  

思考トレーニング   2  

対人コミュニケーション論   2  

日本文学研究   2  

日本文学原典講読   2  

日本美術史   2  

異文化研究Ⅰ   2  

異文化研究Ⅱ   2  

外書講読Ⅰ   2  

外書講読Ⅱ   2  

マイノリティ研究   2  

日本現代史Ⅰ   2  

日本現代史Ⅱ   2  

国際政治学   2   

国際経済学   2   

世界経済論   2   

日本経済研究   2   

国際関係論Ⅱ   2   

アジア学への招待   2   

実践中国語 A   1   

実践中国語 B   1   

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必 修 選 択 

日
本
語
日
本
文
化
コ
ー
ス
科
目 

日
本
語
科
目 

総合日本語１   2  

総合日本語２   2  

総合日本語３   2  

総合日本語４   2  

総合日本語５   2  

日本語口頭表現１   1  

日本語口頭表現２   1  

日本語口頭表現３   1  

日本語口頭表現４   1  

日本語口頭表現５   1  

日本語文章表現１   1  

日本語文章表現２   1  

日本語文章表現３   1  

日本語文章表現４   1  

日本語文章表現５   1  

日本語講義ⅠA 2    

日本語講義ⅠB 2    

日本語講義ⅠC 2    

日本語講義ⅠD 2    

日本語講義ⅠE 2    

日本語講義ⅠF 2    

実践日本語研究 A   2  

実践日本語研究 B   2  

実践日本語研究 C   2  

実践日本語研究 D   2  

実践日本語研究 E   2  

実践日本語研究 F   2  

 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
科
目 
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区 分 授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必 修 選 択 

芸
術
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
科
目 

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・ 

ア
ー
ト
科
目 

演劇理論  2  

音楽・ソルフェージュ    

テクニカル    

アーツマネジメント    

ボディ・コンディショニング  2  

セルフプロモーション  2  

ダ
ン
ス
科
目 

ダンスⅠＡ  1  

ダンスⅠＢ  1  

ダンスⅠＣ  1  

ダンスⅠＤ  1  

ダンス演習 A  1  

ダンス演習 B  1  

ダンスⅠＥ  1  

ダンスⅠＦ  1  

ダンスⅠＧ  1  

ダンスⅠＨ  1  

ダンスⅡＡ  1  

ダンスⅡＢ  1  

ダンスⅡＣ  1  

ダンスⅡＤ  1  

ダンスⅡＥ  1  

ダンスⅡＦ  1  

ダンスⅡＧ  1  

ダンスⅡＨ  1  

ダンスⅢＡ  1  

ダンスⅢＢ  1  

ダンスⅢＣ  1  

ダンスⅢＤ  1  

ダンスⅢＥ  1  

ダンスⅢＦ  1  

ダンスⅢＧ  1  

ダンスⅢＨ  1  

ダンスⅣＡ  1  

ダンスⅣＢ  1  

ダンスⅣＣ  1  

ダンスⅣＤ  1  

ダンスⅣＥ  1  

ダンスⅣＦ  1  

ダンスⅣＧ  1  

ダンスⅣＨ  1  

バ
レ
エ
科
目 

演劇ⅠA   2  

演劇ⅠB   2  

演劇ⅡA   2  

演劇ⅡB   2  

演劇ⅢA   2  

演劇ⅢB   2  

演劇ⅣA   2  

演劇ⅣB   2  

演
劇
科
目 

演劇ⅠA   2  

演劇ⅠB   2  

演劇ⅡA   2  

演劇ⅡB   2  

演劇ⅢA   2  

演劇ⅢB   2  

演劇ⅣA   2  

演劇ⅣB   2  
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芸
術
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
科
目 

姿
勢
科
学
科
目 

姿勢科学総論 2   

応用解剖学 2   

スポーツ姿勢科学 2   

生理学 2   

医療諸学 2   

テクニカルメソッド A 2   

臨床検査学 2   

健康科学概論 2   

姿勢科学の原理 A 2   

姿勢科学の原理 B 2   

生物学・生化学 2   

人文学総論 2   

インターンⅢ 2   

公衆衛生 2   

臨床報告 A 2   

臨床報告 B 2    

姿勢科学指導論 A 2    

姿勢科学指導論 B 2    

テクニカルメソッド B 2    

経営実践学 2    

インターンⅠ 2    

応用テクニカルメソッド 2   

インターンⅡ 2   

UWS/UCLA  2  

インターンⅢ 2   

インターンⅣ 2   

姿勢科学総論 2   
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別表１－３ 教職科目及び単位数（教職課程） 

 

（１）教科に関する科目 

① 社会（中学校一種） 

免許法規定科目 授 業 科 目 
単 位 数 配当 

年次 備  考 
必修 選択 

日本史及び 

外国史 

日本史Ⅰ 

日本史Ⅱ 

外国史Ⅰ 

外国史Ⅱ 

日本文化史 

民俗学 

口頭伝承論 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 １ 

 １ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ３ 

 

地理学 

（地誌を含む） 

 

 

地理学概説 

地誌 

人文地理学 

自然地理学 

 ２ 

 

 

 

 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 １ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 

法律学、政治学 

 

法学 

政治学 

 ２ 

 ２ 

 

 

 １ 

 ２ 

 

社会学、経済学 

 

社会学 

観光社会学 

経済学 

国際経済学 

世界経済論 

 ２ 

 

 ２ 

 

 

 

 ２ 

 

 ２ 

 ２ 

 １ 

 ２ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 

哲学、倫理学、 

宗教学 

哲学 

 

 ２ 

 

 

  

 １ 

  

 

    計  ２０ １８   

(註)１．免許法規定科目に掲げる科目欄からそれぞれ２単位以上、且つ、必修２０ 

単位及び選択６単位以上、合計２６単位以上を修得すること。 

２．２０単位を超えた単位は、本表(２)教職に関する科目の②教科又は教職に関する科目に算入で

きる。(ただし、６単位まで)  

     ３．表中授業科目は、学則第２２条に定める科目。 
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② 地理歴史（高等学校一種） 

免許法規定科目 授 業 科 目 
単 位 数 配当 

年次 備  考 
必修 選択 

日本史 

 

 

日本史Ⅰ 

日本史Ⅱ 

民俗学 

観光歴史学 

日本文化史 

口頭伝承論 

 ２ 

 ２ 

  

  

 

 

 

 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 １ 

 １ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ３ 

 

外国史 

 

外国史Ⅰ 

外国史Ⅱ 

 ２ 

 ２ 

 

  

 ２ 

 ２ 

 

人文地理学 

及び 

自然地理学 

 

 

地理学概説 

観光地理学 

温泉地理学 

人文地理学 

自然地理学 

 ２ 

  

 

 ２ 

 ２ 

 

 ２ 

 ２ 

 

 

 １ 

 １ 

 １ 

 ２ 

 ２ 

 

地誌 地誌  ２   ２  

計  １６ １２   

(註)１．免許法規定科目に掲げる科目欄からそれぞれ２単位以上、且つ、必修１６ 

単位及び選択１０単位以上、合計２６単位以上を修得すること。 

２．２０単位を超えた単位は、本表(２)教職に関する科目の②教科又は教職に 

関する科目に算入できる。(ただし、６単位まで)  

   ３．表中授業科目は、学則第２２条に定める科目。 

 

 

③ 商業（高等学校一種） 

免許法規定科目 授 業 科 目 
単 位 数 配当 

年次 備  考 
必修 選択 

商業に関する科目 

 

 

経営学 

マーケティング論 

観光経営学 

商学概論 

会計学 

簿記論 

商業経営論 

サービス経営論 

ホテル経営論 

貿易論 

人的資源管理論 

 ２ 

 ２ 

  

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 

 

 

 ２ 

  

  

  

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 １ 

 １ 

 １ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ３ 

 ３ 

 

職業指導 

 

 

職業指導Ⅰ 

職業指導Ⅱ 

インターンシップ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 

  

 １ 

 ２ 

 ３ 

 

計  １６ １２   

(註) １．免許法規定科目に掲げる科目欄からそれぞれ２単位以上、且つ、必修１６ 

単位及び選択１０単位以上、合計２６単位以上を修得すること。 

２．２０単位を超えた単位は、本表(２)教職に関する科目の②教科又は教職に 

関する科目に算入できる。(ただし、６単位まで)  

    ３．表中授業科目は、学則第２２条に定める科目。 
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（２）教職に関する科目 

 

① 免許法による科目 

免許法施行細則に

定める科目 
授 業 科 目 

単 位 数 配当 

年次 備  考 
必修 選択 

教職の意義等に関

する科目 

教職入門 

 

 ２ 

   

 

 

 １ 

 

 

教育の基礎理論に

関する科目 

 

教育原論 

教育心理学 

学習・発達論 

教育社会学 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 

  

 １ 

 １ 

 ３ 

 ２ 

 

教育課程及び指導

法に関する科目 

 

教育課程論 

教育方法論 

道徳教育論 

特別活動論 

社会科教育法 

社会科・地歴科教育法 

 

商業科教育法 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ４ 

 ４ 

  

 ４ 

  ３ 

 ２ 

 ２ 

 ２ 

 ３ 

 ３ 

  

 ３ 

 

 

 

 
 

 

中一種免のみ 

 

中一種免、高一種免 

（地理歴史）のみ 

 

 

高一種免（商業）の

み 

生徒指導、教育相

談及び進路指導等

に関する科目 

カウンセリング概論 

生徒・進路指導論 

 

 ２ 

 ２ 

 

  ２ 

 ３ 

 

 

 

教育実践演習 教育実践演習（中・高）  ２   ４  

教育実習 

 

教育実習Ⅰ 

教育実習Ⅱ 

 ３ 

 ２ 

  ４ 

 ４ 

 

事前・事後指導含む 

 

中一種免のみ 

計  中３７

高３１ 
   

(註)１．社会科教育法、社会科・地歴教育法、商業科教育法は、希望免許課程により選択。 

２．(１)中一種免計の３７単位のうち３１単位を超えた６単位は、本表（２）教職 

に関する科目の②教科又は教職に関する科目に算入できる。 

(２)高一種免計の３１単位のうち２３単位を超えた８単位は、本表（２）教職 

に関する科目の②教科又は教職に関する科目に算入できる。 

３．表中授業科目は、卒業単位に算入されない。 
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② 教科又は教職に関する科目 

免許法施行細則に

定める科目 
授 業 科 目 

単 位 数 配当 

年次 備  考 
必修 選択 

教科又は教職に関

する科目 

介護等体験指導 

 

 １ 

 

 

 

 １ 

  

中一種免の

み 

 人権教育論 

 

 ２ 

  

  ２ 

  

 

計  中３ 

高２ 
   

(註)１．本表(１)の①社会(中学校一種)、②地理歴史(高等学校一種)及び③商業(高等 

学校)の(註)２、並びに、本表(２)の①免許法による科目の(註)２、にそれぞれ 

記載する単位数を超えた単位は、教科又は教職に関する科目に算入できる。 

２．表中科目は教職科目とし、卒業単位に算入されない。 

 

 

（３）教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

免許法施行細則に

定める科目 
授 業 科 目 

単 位 数 配当 

年次 備  考 
必修 選択 

日本国憲法 憲法  ２   １  

体育 健康スポーツ演習Ⅰ 

健康スポーツ演習Ⅱ 

 ２ 

 ２ 

  １ 

 １ 

いずれか

選択 

外国語コミュニケ

ーション 

英語ⅠＡ 

英語ⅠＢ 

  １ 

 １ 

  １ 

１ 

 

情報機器の操作 情報処理基礎演習Ａ 

情報処理基礎演習Ｂ 

 １ 

 １ 

  １ 

 １ 

 

計   ８    

(註) 表中科目は学則第 22 条に定める科目。 
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別表２ 

 

 

区 分 金 額 備 考 

入 学 検 定 料 35,000 円 入学出願時 

学

費 

 

入 学 料 

 

授 業 料 
 

 

 

施 設 設 備 費 

 

維 持 費 

 

 

300,000 円 

 

650,000 円 

 

 

260,000 円 

 

120,000 円 

 

 

入学手続時 

 

前期 毎年 4月 15 日まで(半額) 

後期 毎年 10月 15 日まで(半額) 

 

毎年 4月 15 日まで 

 

毎年 4月 15 日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


